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中
部
・
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
始
ま
る

安
曇
野
市
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
（
豊
科
南
穂
高
）
と
南
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
三
郷
明
盛
）
建
設
工

事
の
起
工
式
が
１１
月
１３
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
出
席
し
た
平
林
市
長
は
「
最

新
の
設
備
で
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
安
曇
野
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
・
安
全
な
給
食
で
心

身
と
も
に
健
康
に
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

両
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
衛
生

面
に
配
慮
し
た
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

ほ
か
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し

た
給
食
（
３０
食
）
を
調
理
す
る
専
用

室
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
来
年
７
月
に

完
成
す
る
予
定
で
、
８
月
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

建
設
地
は
、
中
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
豊
科
北
小
学
校
北
側
に
、
南

部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
、
三
郷
小

学
校
の
南
側
に
な
り
ま
す
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、

豊
科
・
三
郷
・
明
科
地
域
に
そ
れ
ぞ

れ
あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し

た
た
め
合
併
前
か
ら
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
建
設
費
や
運
営
コ
ス
ト
な

ど
、
多
角
的
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

３
つ
の
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
建
て
替
え

る
の
で
は
な
く
、
市
内
２
カ
所
に
建

設
す
る
計
画
に
決
ま
り
ま
し
た
。

■中部学校給食センター概要

・鉄骨２階建て(延床面積…1951.47平方㍍)

・豊科・明科地域の小・中学校７校分（2,500食）

を提供

■南部学校給食センター概要

・鉄骨２階建て(延床面積…1793.05平方㍍)

・三郷地域の小中学校２校分と豊科地域の小学校

１校分（2,500食）を提供

　教育委員会は、市内１７小・中学校の通学路の危険箇所などを掲
載した ｢通学路安全マップ｣ を作成し、各学校・総合支所などに配
布しました。
学校をはじめ家庭、地域で子どもを守るために作成し、各学校ご
との通学路を中心に「不審者が出没しやすい場所」や「交通量が
多い道路」、「子どもを守る安心の家」などを掲載しています。
　個人や団体は、教育委員会で閲覧できます。

子どもを守るために通学路安全マップを作成

中部学校給食センター完成予想図 南部学校給食センター完成予想図

消 費 者 身近な例を知って消費者被害防止 ～困ったら、すぐ相談～

　悪質な業者が巧妙な手口で、高齢者などを狙って
高額の現金をだまし取る悪質商法の被害を防止する
ため、市では、消費生活相談員である望月弘充さん
が講師を務める「消費者の被害予防出前講座」を開
催しています。１１月２０日には、耳塚老人クラブの
皆さん約３０人が穂高老人保健センターで受講しまし
た。望月さんは、市内で実際に起きた事例やだまさ
れないための注意点、クーリング・オフ制度などを
紹介し、おかしいと思ったら、県や市の窓口に相談
をしてくださいと呼び掛けていました。出前講座のご希望は市民環境部環境課(℡82・3131)まで

農　　業 安曇野の特性を生かした産地づくりへ

　安曇野市水田農業推進協議会設立総会が１１月１５
日、三郷公民館で開かれました。協議会は、ＪＡ・
農業者・消費者・農業関係団体などで構成され、安
曇野の特徴を生かした産地づくりに向け、地域・農
家・関係機関が一体となって取り組みます。この日
は、「新たな需給調整システムに向けた体制整備」
「生産目標数量の配分ルールの設定」「水田農業構
造改革交付金の制度設計」などの事業計画を承認し
たほか、国が進める新たな需給調整システムに関す
る概要の説明も行われました。 安曇野の米づくり。そのあるべき姿について検討する

行政委員会 教育委員会と固定資産評価審査委員会　新委員紹介
　任期に満了に伴う教育委員と固定資産評価審査委
員の人事案が１０月１３日に行われた臨時議会に提出
され、それぞれ議会の同意を得て決まりました。
　教育委員は、川名洪良氏が退任し、新たに益子光
麿氏が選任しました。任期は、平成２２年１１月８日
までの４年間です。
　固定資産評価審査委員は、小穴桓司氏が再任され
ました。任期は、平成２１年１１月８日までの３年間
です。
　また、監査委員の轟孝三氏が１１月３０日付けで退
任されました。
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